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玄界におけるOpen OnDemandの利用状況

2025.01.27-28 PCCC HPC OSS ワークショップ in 九州大学
01.28 PCCC 2nd Open OnDemand workshop
13:00-13:20 活用事例(2) by 九大



スーパーコンピュータ玄界全体概要
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大規模分散メモリ環境 GPUクラスタ 大容量メモリ＋多GPU

計算ノード群

ノードグループA (1,024ノード)
Intel Xeon Sapphire Rapids x 2
DDR5 512 GiB

ノードグループB (38ノード)
Intel Xeon Sapphire Rapids x 2
DDR5 1024 GiB
NVIDIA H100 (HBM2e 94GiB) x 4

ログインノード
(2ノード)

… … … …

FP64 7.47PF

大容量
ストレージ

HDD 55.2PB

高速
ストレージ
SSD 0.7PB

ストレージ

ノードグループC (2ノード)
Intel Xeon Sapphire Rapids x 2
DDR5 8TiB
NVIDIA H100 (HBM3 80GiB) x 8

…

FP64 5.37 PF
FP16(TC) 150.39 PF

FP64 550.34 TF
FP16(TC) 15.83 PF

Cloud

消費電力：システム1.5MVA＋空調0.9MVA、総計2.4MVA
納入業者：富士通株式会社

WWW

インターコネクト (InfiniBand NDR)

……

Open OnDemandサーバ
Next Cloudサーバ
……

2024年7月試験運用開始
10月本運用開始



九州大学の歴代スーパーコンピュータ等
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導入年 停止年 機種名 備考

1969 1974 FACOM 230-60

1974 1977 FACOM 230-75

1977 1979 FACOM M-190

1979 1983 FACOM M-200

1983 1985 FACOM M-382

1986 1987 FACOM VP100 250MFLOPS

1987 1992 FACOM VP200 500MFLOPS

1992 1995 FUJITSU M1800

1992 1996 FUJITSU VP2600 5GFLOPS

1993 ? Thinking Machines CM5-16

1997 2001 FUJITSU VPP700/56 123GFLOPS

2000 2005 FUJITSU GP7000F/900 38GFLOPS

2001 2006 FUJITSU VPP5000/64 614GFLOPS

2001 2006 COMPAQ GS320

導入年 停止年 機種名 備考

2005 2008 IBM eServer p5 3.3TFLOPS

2007 2008 HITACH SR11000 model J1, K2 3TFLOPS

2007 2011 FUJITSU PRIMEQUEST 580 13TFLOPS

2007 2011 FUJITSU PRIMERGY RX200S3 18TFLOPS

2009 2013 HITACH SR16000 model L2 25TFLOPS

2011 2012 FUJITSU PRIMERGY RX200S6 55TFLOPS

2012 2017 FUJITSU PRIMEHPC FX10 182TFLOPS

2012 2017 FUJITSU PRIMERGY CX400 510TFLOPS

2013 2017 HITACHI HA8000 tc/HT210 713TFLOPS

2013 2017 HITACHI SR16000 VM1 8TFLOPS

2017 2023 FUJITSU PRIMERGY CX2550 6.9PFLOPS

2017 2023 FUJITSU PRIMERGY CX2570 3PFLOPS

2017 2023 HPE DL380 Gen10 420TFLOPS

2017 2023 SGI UV300 50TFLOPS

2024 (2030) FUJITSU PRIMERGY CX2550 M7 7.47PFLOPS

2024 (2030) FUJITSU PRIMERGY GX2560 M7 5.37PFLOPS

2024 (2030) Supermicro SYS-821GE-TNHR 0.68PFLOPS

※ ITOと玄界のGPUシステムの性能はCPUとGPUのFP64合算値
（機械学習性能は考慮されていません）

ITO

玄界



過去のジョブ実行インターフェース（SSH以外、Webベース）

• 過去の資料（すぐにアクセスできるデータ）があまり残っておらず……

• FX10/CX400世代

– Webブラウザ上でファイル操作やコンパイルが可能（おそらくベンダー独自）

• ファイル操作はある程度便利だったが、コンパイルは細かい設定ができず不便だった記憶がある

• ITO

– フロントエンドノードの
予約システムあり（富士通UNCAI）

• 予約のみ、予約した資源に別途SSH

• バックエンドノードとは独立した運用

– バックエンドは定額使い放題
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玄界の状況

• Open OnDemandの導入を仕様書で要求、試験運用時から利用可能に

– 他の運用ソフトウェア等と同様にベンダーによるインストール

– 九大側でソフトウェアの整備が全くできないのは不便なため、テスト環境を準備中

• 玄界のWebポータルとは別にOODを用意

– アカウントの連携はするが、認証自体は別

– 多要素認証を複数管理する必要があり若干めんどくさい（仕方がない気はしている）

• 玄界ポータル、OOD、NextCloudがそれぞれワンタイムパスワードを要求
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アカウントと認証の関係
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玄界ポータル

1人1つのポータルアカウントでログイン

OOD Web NextCloud Web
• プロジェクトごとに

スパコンアカウントを作成
（OODとNextCloudでも利用）

• 各スパコンアカウントの管理
（課金、グループメンバー管理など）

• etc.

スパコンアカウントでログイン スパコンアカウントでログイン

多要素認証。初回アクセス時に
QRコードの読み取りが必要。

• 当該スパコンアカウントに関する
各種操作

• 当該スパコンアカウントの有するス
トレージへのアクセスが可能（ホー
ムディレクトリと同じストレージ上
に専用のディレクトリを用意）

インターネット（SINET、学内ネットワーク経由）

https://genkai-portal.hpc.kyushu-u.ac.jp/user-portal/

（利用申請ポータル）

https://genkai-ood.hpc.kyushu-u.ac.jp/

https://genkai-nextcloud.hpc.kyushu-u.ac.jp/



Open OnDemandへのログイン

• 実際の画面
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スパコンアカウント
＋パスワードでログイン

ワンタイムパスワードで認証

↓例の「味気ないログイン画面」



現在提供している機能

① ファイル操作

② ジョブの実行と管理

③ Webターミナル

④ アプリケーション

① Jupyter Notebook

② RStudio

③ WHEEL
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①
↓

②
↓

③
↓

④
↓

• 基本的にOODが提供する基本的な機能
（デフォルトのPassenger Apps）

• 他で使っている便利な機能を積極的に
パクって参考にして充実させたい
• どんなアプリに需要がある？

• 玄界における利用で便利に感じている
点や不便な点をいくつか紹介する



各種機能について

① ファイル操作

– Linuxのファイル操作に慣れていない
ユーザには便利

② ジョブの実行と管理 →

– 玄界の計算ノードグループにあわせて設定、
どのノードグループにもジョブを投入可能

• MIGで7分割してある資源も利用可能

– （ノード固定などの特殊な例はあるが）
OODから自由に計算資源を利用可能

– 本格的に利用するには機能不足か

• あらかじめ用意しておいたジョブスクリプト
を利用するような機能がない

• 過去に実行したジョブの参照ができない

– 実はOOD上で実行した以外のジョブを
監視できるのが便利？
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リソースグループ（キュー）構成
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グループ名 CPUコア数 ノード数 メモリ量 最長実行時間

a-batch 1 - 120 1 3.7GiB * コア数 168時間

1 - 128 453GiB * ノード数 6 - 168時間

a-inter 1 - 120 1 3.7GiB * コア数 6時間

1 - 128 453GiB * ノード数 6時間

グループ名 GPU数 ノード数 CPUコア数 メモリ量 最長実行時間

b-batch 1 - 4 1 30 * GPU数 226.7GiB * GPU数 168時間

1 - 4 120 * ノード数 907GiB * ノード数 48 - 168時間

b-inter 1 - 4 1 30 * GPU数 226.7GiB * GPU数 6時間

1 120 907GiB 6時間

b-batch-mig 1 - 28 サブGPU 4 * サブGPU数 32.3GiB * サブGPU数 168時間

b-inter-mig 1 - 28 サブGPU 4 * サブGPU数 32.3GiB * サブGPU数 6時間

A

B

C グループ名 GPU数 ノード数 CPUコア数 メモリ量 最長実行時間

c-batch 1 - 8 1 14 * GPU数 930.6GiB * GPU数 24時間

1 - 8 120 7.1TiB 24時間

c-inter 1 - 8 1 14 * GPU数 930.6GiB * GPU数 6時間

1 120 7.1TiB 6時間

• ノード単位利用とコア数・GPU数指定利用
でノードを分けている



各種機能について

③ Webターミナル

– できることはSSHアクセスと変わらない（操作的にはむしろ劣化）だが、初心者が一番躓くポイン
トであるSSHアクセスを考えなくて済む

• SSHクライアントとSSH鍵の準備が不要

• 講習会がスムーズに始められる

– 多要素認証で躓く人もいるが……

④ アプリケーション

– もっと充実させたいとは思っているが、これから
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Jupyter Notebookの起動例
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任意の計算ノードグループを利用可能

簡単に接続できる



講義での利用事例

• 学部生向けの並列アルゴリズムの講義で利用（美添先生）

– sshは教えず、OODで操作を完結

• ログイン、ファイルアップロード、コンパイル、ジョブ実行

• 「sshログインを教えるのと比べて格段に便利」
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講習会での利用事例

• 10月21日に「CUDA-Qハンズオン講習会」を実施

– 玄界をハンズオン環境として利用

– OODからCUDA Quantumのコンテナを起動できるように
準備

– 適切に準備をすれば

• SSH接続環境の整備

• ソフトウェア実行環境の準備
（module loadやpythonモジュールの準備など）

を省略して「本質的なこと」だけに集中することが可能
であることが確認できた

※スパコンの利用講習会という意味では
良し悪しな気もしなくもない
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https://dx.kyushu-u.ac.jp/news/cudaq_handson2024/



その他、今後の展望

• 現在のOOD利用状況

– ログインユーザ（アカウント）数

• 10月 77 アカウント

• 11月 47 アカウント

• 機能の充実が足りないこともあり控えめな数

• 足りないもの

– マニュアルの充実

– 利用者への周知
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